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生 きた文化財 ・伝統的工芸品の
継承に関する現状 と課題
外山 徹
は じめ に
文化財保護法の第2条2項 に、「演劇、音楽、工芸技術その他の無形の文化的所産で我が国に
とって歴史上又は芸術上価値の高いもの」として、無形文化財に関する規定がある。そ して、重
要無形文化財保持者(人 間国宝)の 手によって工芸品製作が手がけられ、伝統的な工芸技法が継
承されている。 また、技法の詳細はあらゆる記録媒体に保存されており、我が国の工芸文化は半
永久的な継承が保証されたかに見える。
ところで、昭和戦前期において柳宗悦 は、手仕事による工芸品製作の中でも、 日常用品につい
ての 「用の美」を提唱 した。っまり、日常生活の中で使用すべき実用品としての機能美に注目し
たのであった。 ところが、大戦をはさんだ後に制定された人間国宝の手によって製作されるよう
になった工芸作品は、今日ではおよそ実用品とは言えない性格のものとなった。見方によると、
これは、元来、生活上の道具であった陶磁器であるとか、漆器、染織品が、生活文化の所産とし
ての本来の意味を失い、美術作品という枠の中に収まったとも言える。っまり、文化的営みの所
産である文化財としては、製作技法に限定される継承 となる。 もちろん、技法の継承は文化財の
保存という点で重要な要素ではあるが、生産か ら生活の中での利用 という一連の過程を文化的営
みの総体 として考える場合、日本の伝統工芸文化 というのは、かなり危機的な状況にあると言え
る。実際に、我々の生活の中か ら、日本的伝統カラーは急速に薄まりつっあるのが現状である。
さて、生活の中における伝統的要素の継承という意味では、 ヨーロッパの都市が格好の事例と
なる。 ドイツのハイデルベルグやイタリアのフィレンツェなどは、古 くからの景観を維持する都
市 として知 られる。その一方で、例えば、英国の首都ロンドンなどは、空襲の経験 もあり、首都
としての機能性か らも新たな都市開発が要求 されており、いわゆる古都として観光資源となる景
観で知 られているわけではない。それでも、そこここに前世紀の建築物が残 り、街全体としては
新 しい建物がかなり混在 しているにもかかわらず、独特の伝統的な雰囲気を維持 しているのが印
象的である。これは、新築 ・改築にあたってもそうした雰囲気を損なわない外観が要求され、ま
た、商店の看板などにもデザイン上の制限がされているからであるが、郊外の住宅などにも、ハー
フ ・ティンバーや煉瓦積模様など、伝統的な様式がアレンジされているのが見受 けられる。こう
した努力は、ロンドンのような明 らかに変容 しつつある都市のみならず、例えば ドイツ南部の中
世の景観を残す小都市においても、その全てが中世のままである筈がなく、人為的に景観が保存
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されているのである。 また、建築物に限 らず、ナショナル ・トラス ト運動によって自然を含めた
景観の保存が試みられている。'
こうした景観の保持は、観光資源の維持というふ うに割 り切 って実施 されているというばかり
ではなく、それとは別の部分にも理由が求められるのではないか。例えば、ロンドンの骨董品マー
ケ ットに集まる人々は、一部の好事家 と言 うよりは、それがかなり一般的に普及 した日常の営み
であって、家具や食器まで、生活空間のそこごこに古い時代のものを発見することが出来 ると言
われている。おそらく、景観の保存 という大事業の実現においては、日常的な伝統的要素の継承
の習慣がその裾野を形成 しているのであろう。
今日の日本においては、町の景観について日常生活上の効率性 ・機能性を併せ もった形で保存
していくのは難 しいとしても、より可能性の考えられる生活用品のレベルではどうであろうか。
中には、伝統工芸をモチーフとしつつ も、似て非なる性格の ものが見受けられる。例えば、志野
焼に似せたメラミン製の御飯用丼や青磁色の湯呑などである。おそらく、 これらの品は、そう指
摘されなければ元のモチーフに気が付かないくらいであろう。その多 くはあまりに も伝統工芸 と
しての性格から遠 く離れたものが多いが、それす ら姿を消 しっっあり、 とにか く均一化 し無機質
化 したデザイ ンが横行 しているのが現実である。
在来の生活文化の所産が、近代化の過程において、外国文化の影響や効率性 ・合理性の追求 に
よって失われていった事例は多 く、偶然にも残存 したものが文化財として保存され る処置を施 さ
れる。こうした図式は、文化的営みの継承、文化的アイデンティティの保持という点では、甚だ
主体性に欠けた態度であると言わざるをえないのではないか。本稿では、文化財保護の本来的な
意義である、伝統的な営みを文化 としていかに評価 し、継承するかという点について、伝統的技
法による工芸製品を題材 として検討を加えてみたい。
1生 活文化としての 「伝統工芸」の定義に関する問題点
1「 伝統工芸」の法的定義と二つの方向性
くり
そもそも 「伝統工芸」 と言うのはきわあて曖昧な用語であ り、それが何を指すのか果たして明
く　ラ
確になっているだろうか。「工芸」 という用語にっいては、明治時代以来の用例が指摘されるが、
一般的な用語 として 「工芸」に 「伝統」という用語を冠するようになったことは、比較的近年に
なってからのようである。伝統工芸の一般的なイメージとしては、陶磁器、漆器、などが漠然 と
浮かぶが、織物、染物、竹細工、木工品、金工品と数えあげてみると種 目としても非常に多岐に
わたる。また、高名な作家による作品、専門店で販売されているもの、観光土産的なものと、商
品 としての価格や販売方法に至るまで実に様々である。 これまで、 これら一連の製品について、
伝統工芸としていかに定義をするかという点はあまり議論が尽 くされてこなかった感がある。 ま
ずはこの用語にっいて、いちおうの定義を試みる必要があるだろう。そこで、とりあえず明文化
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されたものとして、法令上の定義を例示 してみたい。
重要無形文化財 工芸品を製作する人々の中には人間国宝 と呼ばれる人たちがいるが、人間国宝
とは重要無形文化財保持者の ことである。無形文化財については、先述の通り、文化財保護法の
第2条2項 に 「演劇、音楽、工芸技術その他の無形の文化的所産で我が国にとって歴史上又は芸
術上価値の高いもの」と規定 されており、重要無形文化財は無形文化財のうち重要なものとして、
1954年(昭和29)の法改正 にともなって追加 されている。すなわち、無形文化財の中の 「工芸
技術」によって作 られるものが 「伝統工芸品」ということになる。現在、朝 日新聞社 ・NHK・
くの
日本工芸会等によって主催され、毎年開催されている 「日本伝統工芸展」は、文化財保護法に依
拠 して始あられた事業であり、文化財的な観点か らする伝統工芸のあり方 としては同展に出品さ
れるようなものと言 うことが出来る。
経済産業大臣指定伝統的工芸品 重要無形文化財の指定が文部科学省の管轄で、伝統技法の継承
を目的とするのに対 し、工業製品として産業振興の観点か ら通商産業省(現 経済産業省)の 主導
くめ
で定義されたのが 「伝統的工芸品」である。1974年(昭和49)5月に公布された 「伝統的工芸
品産業の振興に関する法律」(略称 「伝産法」)の第2条 第1項 によると、通商産業大臣(現経済
産業大臣)の 指定する伝統的工芸品の要件 として次のように掲げられている。
?
?
?
?
5
主として日常生活の用に供されるもの。
その製造過程の主要部分が手工業的であること。
伝統的な技術又は技法により製造されるものであること。
伝統的に使用されてきた原材料が主たる原材料 として用いられ、製造されるものであるこ
と。
一定の地域 において少な くない数の者がその製造に従事 しているものであること。
この定義の特徴 としては、「日常生活の用」が謳われているということと、「伝統的工芸品」 とい
う用語に 「的」 という字が挿入 されていることがある。指定要件のうち2～5に関 して、伝統的
な持ち味を変えない程度においての一部機械工程の導入や同種の原材料への転換が認あられてい
るからであるが、言わば、産業振興という観点か らは、文化財としての純然たる工芸技法の継承
とは多少異なる考え方が含まれるということである。この微妙な解釈は工芸品製作とその利用に
あたって様々な影響を及ぼしているが、これはまた 「生活文化」としての工芸品の継承という点
で避けて通れない問題でもある。
本場結城紬や久留米耕のように、重文指定と経済大臣指定が重複する事例 もあるが、二つの法
律は同じ伝統工芸を扱いっっ も、その視点や理念には異なった方向性を保持するものとなってい
る。 この二つの視点以外に第三者的な立場からの定義の提示は、少々以前の ものとはなるが、石
倉三郎氏が、伝統産業による工芸品の概念にっいて、先行の諸文献に依拠 しっっ、「長い年月を
経た伝統性のなかか ら生まれた一つの造型を追 った実用的な日常生活品であり」「実用性のなか
に美的感覚を秘めたものである。」と規定 し、実用性を欠 くところの鑑賞用美術品とはその類を
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くの
異にす るとしている。 これは地場産業研究の立場からの視点であり、必然的に経済産業省的立場
に軸足を置 くものであるが、日常用品を供給する工業製品としての生産にともなう様々な問題点
の発生などにっいては、 ひとまず捨象 して理想を述べた概念と言えるだろう。
一方、文化財保護法的な観点か らす ると、伝産法に規定された伝統的工芸品は、一部機械工程
の導入などか ら、純然たる伝統的技法の保持ではないと言える。逆に伝統工芸が生活文化の所産
であるとすれば、日本伝統工芸展に出品されるような作品は、鑑賞用美術品であり、それ本来の
用途である生活用具とはとても言いがたいものである。 ここで、冒頭にとりあげたジレンマに再
び対することとなる。この問題は、 これまでにも工芸に関する議論のもっとも素朴かっ根本的な
要因となってきた問題ではあるが、今 日にいたる生活文化の連続性という中で工芸品を捉える上
では、すでに決着のっいた問題 と見 ることもできる。すなわち、江戸時代以前の製造技法による
製品は、 ごく一部の例外を除くと、 日常の生活用品 として利用される可能性はなく、そうした意
味では、江戸時代以前、 もしくはそれから間 もない時期に途絶えたものだと言える。ただ し、伝
統的技法を全面的にではなくとも継承する製品を伝統工芸と呼ぶとすれば、どのような定義で伝
統工芸ではない製品と区別をっけるかという点が、 まだまだ議論の余地を残す部分である。
ここでは、 ともかくも、「生活文化」 という点で今日への継承性を指摘する経済産業省の定義
に軸足を置くこととし、以後、本稿で述べる伝統工芸としての製品を 「伝統的工芸品」 と呼称す
る。そして、議論の材料を提供するという趣旨で稿を進め、ひとまずは、具体的な工芸品の種目
としてどのような ものが挙げられるか見てみたい。
2伝 統工芸の種目
それでは、実際に伝統工芸の生産物 としてどのような品物がそれに該当するのだろうか。巷間
の書籍を一瞥 して も、まったく様々な取 り上げ方がされているのが現状であるが、とりあえず、
先の二つの法的根拠か ら類推 してみたい。 日本工芸会を構成する諸工芸別の部会には、陶芸、染
織、漆芸、金工、木竹工、人形、その他の工芸、といった種目がある。一方、伝統的工芸品産業
振興協会の認定す る伝統工芸士の業種分類 としては、織物、染色品(友 禅 ・小紋等)、染色品
(絞り)、染色品(黒 紋付染)、くみひも、刺繍、陶磁器、漆器、木工品、竹工品、金工品、仏壇、
仏具、和紙、人形 ・雛具、石工品、貴石細工、硯、筆、墨、そろばん、扇子 ・うちわ、毛鉤、琴、
皮、形紙、箔、木地、が挙がっている。工芸品によっては、中途製作品や製作用具自体がひとつ
の業種として成 り立 っている場合(挽 木地や形紙など)も あり、非常に多岐にわたっているが、
伝統工芸という広い解釈の出来 る中では、現状とっき合わせる中で、これだけの ものが挙がった
という事であろう。当然ではあるが、 ここには、美術工芸的な要素を含むとも思われない製品 も
くの
含まれてくる。
ある意味では、伝産協会の分類の方がより厳密で、実態をカバーしうるとも考えられるが、伝
産法による定義をとる場合、注意 しなければならないのは、伝統的工芸品イコール経済産業大臣
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指定伝統的工芸品という捉え方をしがちな点である。伝産協会では、指定の物件に限らず、工芸
品を網羅的に把握する努力がなされているが、伝統的工芸品としての認定 という意味では、かな
りその枠が絞 られてくると言える。伝統工芸として相当のブランドイメージが持たれている工芸
品が、実際には大臣指定とはなっていない例も多い。これは、基本的に指定申請を前提 としてい
ること、や、以前は産業 として成 り立っていたものが、零細になって指定要件を満たさなくなると、
その対象から外れるという点から生ずる問題であるが、博物館資料として、歴史性 ・生活文化と
いう観点に立つ上では、違 う定義でカバーせねばならない部分であろう。
皿 伝統的工芸品産業の現状
前段に述べた、古式の技法の継承か実用性の保持かという問題は、 これまでにも議論の根本的
原因 となってきた部分である。現在は美術工芸的性格の濃 くなった重要無形文化財であるが、そ
れ らの多 くは、最初か ら美術的価値といった観点から作 られたものではない。すなわち、実用品
の生産の中か ら生み出されてきたものであり、その意味では工芸品の産地があってこその無形文
化財とも言える。そこで、現在の工芸品産地およびその生産の状況を把握する必要から、 まずは
それを、管見の限りではあるが、一通り概観 してみることとしたい。
1伝 統的工芸品産業の概観
① 陶磁器
陶磁器 は大 きく分けてa施 粕陶器、b魚粕焼締陶器、c磁器の三種に分けられる。aは美濃焼
の黄瀬戸 ・志野 ・織部や唐津焼に代表されるような、粘土素地をガラス質の粕薬で覆 ったもので
ある。bは鉄分の多い粘土素地に基本的には和楽をかけずに焼き締めるもので、信楽焼や備前焼
がそうである。cは陶石を主 とした白い素地に透明粕をかける製品で、コバル ト等で絵付けされ
るものが多い。有田焼や瀬戸染付焼が代表 となる。 これらの製品については、江戸期以降、伝統
的な主要産地は今日において も、ほぼその地位を維持 し続けていると言える。また、生活用品と
して供給される工業製品の生産に加え、技法の継承性という点でも工芸作家が各産地か ら輩出さ
れている。
主な産地としては、中世六古窯 と言われる瀬戸焼(愛 知)、常滑焼(同)、越前焼(福 井)、信
楽焼(滋 賀)、丹波焼(兵 庫)、備前焼(岡 山)、磁器では有田焼(佐 賀)、瀬戸焼(愛 知)、九谷
焼(石 川)、清水焼(京 都)な どがまず挙がる。 また、六書窯に隣接 し今 日では同等の評価を受 受
ける美濃焼(岐 阜)、伊賀焼(三 重)、近世以降に台頭 した唐津焼(佐 賀)、萩焼(山 口)、薩摩焼
(鹿児島)、相馬焼(福 島)の 諸窯も一定の産地規模を保つ。一方、六古窯と同時期に隆盛を誇 っ
た珠洲焼(石 川)な ど、中世の古窯の内には、既に中世以前に衰退 して しまった産地 もある。幕
末に開窯 した比較的歴史の浅い益子焼(栃 木)、笠間焼(茨 城)は 首都圏外縁に位置 し、第二次
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大戦後、著しい発展をとげた。 また、備前焼 も一時の低迷期をへて近年飛躍的な発展をしている。
また、温泉地など観光地に隣接 しての開窯、かっての伝統的な産地 とは異 なった場所への陶芸作
家による個人窯の開窯。流通の発達 した今 日では、小規模の経営を維持するためには、必ず しも
かってのような立地条件を必要 としな くなり、全国的に産地が分布することとなった。
施粕陶器 ・無税焼締陶器 ・磁器の間には、技法上の違いとともに、製作される器種構成にも違
いがある。施粕陶器の場合、食卓用品 ・花器 ・茶道具等のそれぞれがある程度の比率で焼かれ、
焼締では、今 日では花器 ・酒器類が主で食器の割合 も増えつつある。磁器は食卓用品が多 くの比
重を占める、という具合である。それぞれの器種構成の違いを大雑把に括 ると、かっては白くて
汚れに くく耐水性の高い磁器製品が食器のほとんどを占あ、焼締は甕 ・壷 ・摺鉢等の厨房用品や
貯蔵用具、施粕陶器は茶道具のほかは徳利や壷、大きめの皿 ・鉢など、各々の役割が分化 してい
たことが指摘できる。そ して、今 日においても、多 くの道具類が金属製品や合成樹脂製品などに
とって替わ られる中、3種の何れにおいても食器類がある程度の比率を占めるようになってきた。
江戸期以降の製作方法上の変化 としては電動 ロクロの導入、石炭窯、重油窯、 ガス窯、電気窯
の導入が指摘で きる。原材料使用の変化としては、磁器の素地原料である陶石の枯渇がある。機
械生産による量産品にっいては外国産の原料が用いられ、手工芸の部門でも原材料問題は深刻で
ある。原材料の問題は陶器についても例外ではない。かっての産出地が枯渇 し、他所の陶土をブ
レンドしている産地 もある。また、中小の産地では自前の原材料供給よりも瀬戸や信楽からの供
給が安価で安定 しているというのも現実である。また、素地の品質向上のたあ、かってと同 じ素
地原料では生産 していない産地 も多い。また、粕薬や絵の具の原料 も、酸化コバル トや酸化銅な
ど化学合成 によるものが主である。
経済産業大臣指定製品(以 下、伝産品と表記する)の販売動向は、伝統工芸全般の動向として
高付加価値 ・高価格路線 となることはやむを得ないが、他の種目に較べると一般の機械製品との
価格差は少ないと言える。また、陶磁器自体は生活上必需品として一般的に流通 しており、また、
合成樹脂製品離れから陶磁器が見直されっっあるという状況もあって、陶磁器それ自体が使用さ
れな くなるということは到底考え られない。また、陶磁器の場合、全製作工程を個人が手がけら
れるということか ら、個人ブランドによる販売にも人気が出ている。ただし、産地や個人事業所
別の販売実績には格差が見 られる傾向にもある。
② 漆器
欧米で磁器のことを 「China」と呼びならわしているのに対 し、漆器は 「Japan」と呼ばれて
いると言われている。磁器をチャイナと呼ぶほどには一般化 していない 欧米では漆器が生産
されておらず、使用が一般的ではないという理由はあろう一 のが現実であるが、加飾技法の精
緻さは他国のものに較べて際立 っており、 日本を代表する工芸品として漆器の評価は高い。
我が国の漆器産地として、特に大規模なものとしては、会津塗(福 島)、輪島塗(石 川)、木曽
漆器(長 野)、紀州漆器(和 歌山)な どが挙がる。っついて、津軽塗(青 森)、川連漆器(秋 田)、
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鎌倉彫(神 奈川)、高岡漆器(富 山)、山中漆器(石 川)、越前漆器(福 井)、香川漆器(香 川)、
琉球漆器(宮 崎 ・沖縄)な どが一定規模の産地を形成 している。東北か ら信越 ・北陸に大中規模
の産地が、西日本には小規模の産地が分布する傾向にある。ただし、 これは伝産品の産地の傾向
であ り、それ以外のものを含むと歴史的にも産地分布は変わってくる。実際には、消費地 に近い
大都市近郊でも生産されており、また、大規模な施設整備が必要ないため、都市在住の漆芸作家 ・
製造者も多い。
漆を塗 る技法として、木地に漆をすりこむ 「摺漆」、無着色の漆による 「半透明塗」、本堅地の
下地に着色 した漆を塗る 「不透明塗」。素地は木工品のほか、竹を編んだ藍胎や、布、紙、皮革、
陶器、金工品があり、木地の加工方法にもロクロを用いて鉋で挽 く 「挽物」、部品を組みたてる
「指物」、薄板を丸めて留める 「曲物」、その他がある。加飾技法としては、色漆による 「漆絵」、
漆によって金粉を表面に付着させる 「金蒔絵」、金箔を貼 ったもの、夜光貝などの殻を削 り出 し
た部品を貼 りつける 「螺錨」、その他、「彫刻」「象嵌」「沈金」、異なった色の漆を塗 り重ねて表
面を研ぐことにより下塗 りの色を出す方法(根 来塗 ・鎌倉彫 ・津軽塗の内 「唐塗」)などがある。
産地によって特定の技法に比重があり、本堅地 に金蒔絵を代表的カラーとしている産地が多いが、
実際には多様な技法による製品が生産されている。一方で、飛騨春慶の半透明塗、彫刻では鎌倉
彫、村上木彫堆朱(新潟)な ど特徴的な技法を専 らとしている産地 もある。
陶磁器に較べて漆製品の消費者離れは著 しいと言わざるを得ない。 これには、生産 コス トの問
題、生活様式 との ミス ・マッチの問題など様々な要素が指摘される。漆器産地共通の問題 として
人件費の高騰による価格の上昇、労働環境や需要減による先行不安か らくる後継者不足。手のか
かる下地をウレタン加工によって代替 し、漆塗 はスプ レー吹き付けをお こなうなどして、 コス ト
削減による価格の抑制がはかられたが、必ず しも消費増には結びついておらず、かえ って品質の
低下から粗悪品の評判が立ち、 ブランドに傷をっけることになったケースもある。また、手入れ
の煩雑さなど、漆器自体への理解不足なども、需要の低迷にっながっている傾向にある。一部に
根強い愛好家層があるが、全般的な漆器離れは否定 しがたいだろう。また、生活環境の変化の問
題 もある。高機密化が進み湿度の低い住環境は漆器の使用に向かない。合板木地の導入などは、
コス ト削減というよりは、生活環境の変化上避けられない方策であるとも言える。産地では洋風
の生活様式への対応なども意識 した製品開発がなされているが、普及回復への起爆剤とはなって
いない。そうした中、マス製品とは別に、一部の愛好家層を顧客とする高付加価値製品が目立っ
ようになってきた。
③ 染織品
一口に染織と言 ってもその方法には様々なものがある。文様染の製品から分類すると 「友禅染」
「型染」「絞り染」などが挙がるが、大きく分けて、手作業で文様を描 く方法と、布地の表面をマ
スキングして防染する方法に分けられる。高級衣料生地用の染色技法である友禅染、型染、鹿の
子絞 りなどは、東京、京都、金沢、名古屋など、江戸期の2大都市と雄藩の城下町が代表的な産
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地 となっている。一方、木綿地に藍染をほどこす絞り染などの庶民衣料用の染色は、一定の産地
規模をもっのは有松 ・鳴海絞(愛 知)が 目立っ程度であるが、実際には全国的に広範にお こなわ
れている。
織物の場合、原料糸に麻、絹、木綿の区分があるが、伝産品で現在一定規模の産地を形成する
ものとなると絹が中心となる。麻 ・木綿の場合、経済産業大臣指定の産地として、麻織物では小
千谷縮(新 潟)、近江上布(滋 賀)、八重山上布(沖 縄)と いった産地が挙がるが、木綿の場合は
久留米耕(福 岡)の ほかには、 弓浜耕(鳥 取)、阿波正蓋 しじら織(徳 島)と あるものの久留米
に較べると生産の規模は小さい。絹織物はその加飾技法別に、錦、縞、耕、製糸方法の別 として
撚糸や強撚糸(縮 み ・お召 しの原料糸)を 用いる産地 と手っむぎ糸を用いる紬産地に分かれる。
産地は東 日本に多 く展開するが、高級衣料生地である絹の錦織は桐生、西陣、博多、紬織物は本
場結城紬(茨 城 ・栃木)、本場大島紬(宮 崎 ・鹿児島)の ほか、置賜紬(山 形県)、小千谷紬(新
潟)、村山大島紬(東 京)、信州紬(長 野)、久米島紬(沖 縄)な どがある。撚糸を用いた耕 とし
ては伊勢崎耕(群 馬)が 挙がる。
その他、繊維製品としては、染色品 ・織物のほかに、刺繍や組紐がある。
染織品は、伝統工芸の種 目の中でも、特に機械工業化の影響の大きな分野である。現在、伝産
法下では、伝統的持ち味を変えない程度の機械工程の導入という解釈で、動力織機が導入 されて
いる。というよりは、動力織機で織られているものをそう解釈 して認定 したわけである。手織 に
よる労働 コス トと動力織機によるそれには、歴然 とした格差ができて しまう。紬糸を手織の地機
で織 っている本場結城紬の場合、1反の製織に、おおよそ無地で1ヶ 月、緋では3ヶ 月 もの時間
がかか り、単純な比較は出来ないが、撚糸の機械織製品との間には100倍以上の価格の開 きが出
ることもある。また、化学繊維やプ リント柄の進出、和服需要の低迷によって、染織製品全体が
圧迫を受けているのが現状である。その中でも、高級生地に較べて、木綿耕などの日常衣料 ほど
打撃は大 きい。織物の場合、厳密には衣料などの素材を生産 しているわけであり、商品 として消
費者の手に届 く際には、織物産地のブランドが明示される例は、西陣織や本場結城紬などの高級
品を除いて基本的にはない。 この辺りも販売促進活動上不利な側面であるが、それ以上に、伝産
品以外の製品との価格差 と伝統的な衣生活の変化が、需要減少の要因となっているのは否定 しが
たい。
④ 木工 ・竹工品
この ジャンルには、木工品、竹工品のほか、藺草製品、藁細工、麦藁細工、あけび蔓細工など
の植物性素材による製品が含まれて来 る。主 に漆などを塗 らずに原材料の風合いを生かした製品
を指すようであるが、一部、漆を塗ったものなどもある。木工品は成形技法として、挽物、指物、
曲物、その他に分類できるが、従来は中小規模の産地が全国的に分布 していた。それに対 して、
竹細工の場合は、竹の繁殖地であればたいてい生産されており、また、藁細工なども広範に製作
され、 もっとも地域自給型の工芸品であったと言える。特定の産地が形成されていたとは言い難
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いジャンルではあるが、現在、木工は挽木地、欄間、箪笥、家具一般などが経済産業大臣指定の
産地に含まれている。また、竹製品 も岩出山 しの竹細工(宮 城)、勝山竹細工(岡 山)、別府竹細
工(大 分)が 産地指定されているが、各県ごとに小規模産地が分布 し、そもそも特定の産地が形
成される必然性はあまりない。む しろ、花器などの美術工芸的な要素を含む製品がブランド・イ
メージを必要としている感がある。
竹木工品 ・蔓茎製品の製品構成は多様であるが、箪笥や欄間、彫刻、銘木製品を除くと、挽木
地の器類やザル、籠、箕、など自給品に近い日常用品が主であった。ザルや籠などの日常用品は、
国産品では労働 コストを価格に反映させることが難 しく、安価な外国産の製品が大量に入 ってい
る。それらは、食器に較べると、金属製品 ・合成樹脂製品の利用がかなりの部分を占める製品と
もなっている。伝産品としては、美術工芸的な要素を多 く含んだ花籠やハンドバ ッグや買物篭な
どのおしゃれ用品の生産が主となる状況にある。蔓茎製品にっいて も、花器類のほかに、郷土玩
具などがあるが、雑器に比較すると多少の高価格帯 も受容される傾向にあるようである。ただ し、
伝統的な郷土玩具全般がお土産品としては少々高価格となっており、愛好家向けの製品となりっ
っある。
⑤ 金工品
現在、経済産業大臣指定伝統的工芸品に指定されている種目としては、鉄、銅、銀、錫製品が
あり、成形技法上では鍛造(鍛 冶)、鋳造、鍛金、加飾技法には彫金 ・着色がある。鉄器は南部
鉄器(岩 手)、山形鋳物(山 形)が 代表、銅器は高岡銅器(富 山)が シェアの大部分を占める。
銀器は東京銀器、銀器は大阪浪華銅器、他に指定外であるが薩摩揚器がある。鍛造の刃物として
は堺打刃物(大 阪)、越前打刃物(福 井)な どがある。
金工品 もまた竹木工品と同様に、かっては全国的に生産者が分布 し、本来的には、流通の発達
した今日においては産地の成立に立地が条件となることはあまりない。また、金工品の場合、歴
史的にも消費地に近いところに産地が形成 される傾向にあった。すなわち、銀器 ・錫器などの高
級品は大都市に、また、かっては野鍛冶によって農具などが全国いたるところで生産されていた
わけである。ただし、今 日の工芸品産業 としては、特定の地方への集中という現象が見 られる。
金工品の場合、一部、ダイキャス ト製品、ステンレスやアル ミ製品、または合成樹脂製品によ
る代替の例はあるが、生活様式の変化によって染織品のように著 しく需要が減少 したわけではな
い。 もともとが一定程度の付加価値製品としてあったので、廉価品にとって替わ られることはあ
まり無いだろう。現在の不振はむしろ経済状況全般の悪化によるものとも考えられる。ただ し、
業種によっては外国製品の流入による圧迫は避けられないであろう。
⑥ 和紙
和紙もまた、竹木工品や金工品と同様に、かっては全国各地で生産 されていた。今日では越前
和紙(福 井)、因州和紙(鳥 取)、土佐和紙(高 知)な どが比較的大きな規模の産地を維持 してい
る。越前奉書などの高級紙を漉 く特定の産地以外にも、製紙自体は江戸期には農間余業 として各
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地で広範におこなわれていた。現在、和紙を用いた製品は襖紙か ら電灯の笠まで全 く様々である
が、機械製紙による和紙の比率も高い。手漉和紙の場合、クラフ ト用紙が主力で、他にはインテ
リア用品など手漉き独特の風合いが求められるもの以外の需要は少なくなりつつある。
2伝 統技法の継承に関する負の要素
① 手工業的製品と機械工業製品の境目
前項において種 目別に一通り主要な産地を挙げてみたが、厳密な意味での産地の規模の比較 と
いうのは容易ではない。高級品の産地ほど生産高が高 くなる反面、生産量は減少する。普及品は
その逆である。また、その産地の製品が、必ず しも伝産品のみの生産ではない点がある。伝産法
による伝統的工芸品の定義における、純粋な伝統技法と一部機械工程の導入が認あ られた緩和条
件の混交がその一因でもある。経済産業大臣指定産地の製品は、指定要件を満たす ものには 「伝
産シール」が貼付されるが、必ず しも徹底されてお らず、同 じブランド名で指定要件を満たさな
いものが販売されていた りする。また、指定工芸品以外はどこまでを伝産品と定義するかが非常
に難 しい。陶磁器の場合、比較的、識別が容易であるが、素人目にはなかなか区別のっ くもので
はなく、漆器の場合、刷毛で塗 ったものとスプレーで吹 き付けたものを区別するのはかなり難 し
い。染色品の場合、合成染料 と本藍染の区別 も見た目には確証の得 られるものではなく、型紙捺
染とシルク ・スクリーン捺染を見分けるのは製品によっては不可能に近い。織物の場合 も、一部
の製品を除いて、手織と機械織が表示上区別 されていることはない。
また、伝統技法による製品とそうではない製品の区別は、より高度な技術が使われているほど
区別がっきにくいという問題がある。手仕事の最高級朱漆が、機械で顔料 を精製 した朱漆 と区別
がっきにくくなってしまうのも現実である。柳宗悦の時代には機械製品=粗悪品という評価が可
能であったが、今 日、我が国の機械工業製品の精度は世界随一 と言 ってもよい くらいに進化 して
しまったのである。規格の精密さという点では機械工業製品が手仕事を凌駕 しているとも言える
状況である。
② 重文指定の効果と盲点
重要無形文化財保持者の手による工芸品が、実用品としての意味を失 ったことはすでに多 くの
指摘するところであるが、特定個人ではなく、重文の産地指定による場合、その製品は商品 とし
て供給されねばならない。重文指定の効果 としては、ともかくも指定要件となる部分にっいては
旧来の製法が守 られねばならなくなった点 と、産地ブランドの向上がある。高級衣料生地として
の特殊な流通ルー トが成立するとともに、観光資源としてもクローズアップされるなど経済効果
は少な くない。一方で、労働 コス トの高い古式の製法の維持は、価格を高騰させ、旧来とは製品
の性格が変わってしまったのも現実である。元来、自給用を主 とする日常衣料生地として無地物
や縞織が生産されていたものが、今 日では世界有数の高級衣料生地 となっている。
また、伝統技法継承のための重文指定であるが、そこには盲点が存在する。指定はあくまで特
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定の工程や原材料 にっいてされているのである。生活用品としての機能性の付与、高級品として
の精緻な意匠が求め られるようになることによって、まったく製法を江戸期以前の古式によるも
のというわけにはいかな くなっているのが現状である。例えば、染料の問題がある。天然染料の
場合、色落ちが指摘 され、また、高級品 として求められるようになった細かな意匠の表現には鮮
明な色に染まる化学染料の使用が不可欠 となった。この辺りは、冒頭から再三述べているような、
生活文化総体の中での工芸品のあり方 という点で変化を余儀なくされる部分である。製造技法の
継承とその生活の中での機能の維持は基本的に両立 しないという問題である。
③ 生活様式の変化か らくる問題点
実際問題 として、近代百数十年における生活様式の変化は、生活用具としての工芸品の性格を
大きく変 えてきた。 そこでは、単純に、労働 コス トの問題とは別の部分で、技法の継承が困難 と
なってい る部分 も多 い。生活全般における洋式化の動向は言うまで もない。細かなところでは、
先に述べたような高付加価値商品化にともなう意匠の精密化による天然染料の限界。また、現在
の住空間 は密閉性が強 く、湿度が高くなりすぎるか、逆に空調によって低下 しすぎるかという傾
向がある。竹本製品 ・漆製品の使用においては適切ではない条件である。伸縮性の高い檜材や桜
材に限 らず、一枚板 による製品は乾燥 によって反りを生 じやすい。そのため、欧米向けの輸出品
などには合板を用 いざるを得ないという状況 もある。合成洗剤は染料の色落ちを促進し、食器洗
浄機 ・食器乾燥機 ・電子 レンジの普及は、食器の強度を要求 し、陶磁器 ・漆器の使用を消費者か
ら遠ざけた。生活様式 はあきらかに人の能動的行為の省力化に寄与 し、特に対象物に対する観察
力や理解力、注意力を減少 させる効果がある。伝統工芸製品の使用にあたっては、製品自体の特
性を常識 と して理解する必要があったが、現在の生活様式からは抜け落ちっっある部分である。
文化財というものは 「理解」によって存続するものであり、逸失 ・散逸の原因はその不足による
ところが大 きい。 これは我々のごく身近な部分で起 こっている現実なのである。
皿 伝統的工芸品をめぐる理念形成
それでは、一体、 こうした伝統的な手工芸製品に対する文化的な 「理解」を促進するための具
体的な方策 として、何を述べることができるだろうか。 ここでは、これまでの伝統工芸に対する
理論的アプローチの諸潮流をふ りかえってみたい。
1昭 和戦前期 ～民芸運動
今 日、伝統的工芸品 と定義されるような製品にっいて、普及 ・啓発運動の最初の高揚として注
くの
目すべき理論は、柳宗悦 らによる民芸運動であろう。柳らは、美術工芸作品化と機械工業製品化
という2極 分化 に進む、今 日で言 うところの伝統工芸による生活用品等を、それ らと対置する存
在として民芸品 と位置付けた。英国人陶芸家バーナード・リーチとの交流などか ら陶芸に興味を
抱いた柳は、李朝陶磁 との出会い、遊行上人の木彫仏の調査などを通 して、在来の日常雑器類に
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対する再評価を固める。「民芸」とは民衆的工芸の略称で、大正14年(1925)に陶芸家の浜田庄
司 ・河井寛次郎と討議の結果発案されたと言われている。柳宗悦による民芸品の定義としては次
のような諸点があげられる。
ひとっは、一部の富裕層の用 いる ものではな く、広 く一般民衆のために作られたものであるこ
と。そして、用途を第一とする実用 的な もので あること。っまり、反復利用に耐え得る堅牢性、
過剰な装飾をほどこさない単純性を備えていることである。一般民衆の用いるものであるために
は、価格 も廉価であることが求められるとともに、大量 に生産される必要があるが、無名の職人
による量産のための反復作業か ら独特の美が生 まれるという。生産はあくまで手仕事でお こなわ
れるべきで、機械生産は創造性が欠如 し、粗悪品の濫造 につなが り、地方性を喪失すると批判 し
ている。 また、素材は自然材料にも とめる健康性 も指摘 されている。
こうして、それまでの、柳の言うところの 「貴族的工芸」「個人的工芸」の美 とは異なった価
値観が提示されたのであった。 その後、昭和6年(1931)には、雑誌 『工藝』が創刊 され、同9
年には日本民芸協会が設立された。 そ して、「民芸」創出の後、その普及の方策 としていち早 く
「日本民藝美術館設立趣意書」が発表 されたが、昭和11年(1936)、東京駒場に日本民藝館が開
設されることとなる。
しかし、第2次 大戦後の飛躍的な社会 ・経済の進展下、民芸は一般社会における工芸品受容の
変容 とは別の次元で特殊な階層に民 藝趣味と して広がる傾向を見せ、発足時以来の趣旨とは相容
くめ
れない筈の 「民芸作家」なる存在まで生み出す ことになる。柳の言うところの民芸の美 とは、言
わば不作為の美であったが、それは意図 してそれを模することによって作為的なものになって し
まうという矛盾をはらんでいた。柳 は19世紀の英国人家具デザイナーであるウィリアム ・モ リ
スに対 して 「個人的工芸」の限界を指摘 したが、それは同時に民芸運動にもあてはまるという皮
肉な結末となった。柳没後の民芸運動 は、柳 の理論を純粋に受け継 ぐグループと、現実社会の変
化への対応を主張するグループとに分裂 し、後者は日本民芸協団を組織することとなった。
伝統的な手工芸製品に対する柳 らの理論は、現在 もなお、多 くの局面において、工芸品の文化
的理解に言及する際の思想的背景となっている。ただ し、民芸運動の時代には、伝統工芸という
用語はあまり用いられていなか った と推定され る。
2第2次 大戦後 ～クラフ ト運動 と伝産協会
　の
戦後、昭和30～40年代において、工芸につ いての理論的支柱の一人であった前田泰次は、柳
宗悦の民芸論を工業製品としての工 芸にあて はめる際、原則論としては是 としなが らも、現在の
社会情勢下においては、 もはやその理論 は成 り立たないとし、過去の技術や組織をそのまま用い
ることへの固執を批判 した。前 田は、すでに民衆生活においては機械工業的要素が不可欠 となっ
ている点を述べ、機械工程 と手作業 のバ ランスにっいて、材料の長所を機械では引 き出せない点
において手仕事の領域が残 るという解釈を している。 これは、今 日の伝統的工芸品の定義に正当
生 きた文化財 ・伝統的工芸品の継承に関する現状と課題(外 山)-33一
性を与える考え方でもある。また、工芸生成の出発点を人間生活に置 くという観点から、工芸が
育つ地盤を消費者 自身が築く必要性を述べ、何が人間的生活であるかを念頭に商品を批判的に見
てい くことの重要性を説いている。っついては、その時期における運動事例として、戦後におけ
る伝統工芸の理論的支柱を構成 した潮流にっいて紹介 してみたい。
戦後間もなく、用途や造形を無視 した前衛的な陶芸などが勃興する一方、実用品としての機能
性の中にデザインを見出 してゆこうとする潮流として現れたのがクラフ ト運動であった。 クラフ
ト運動は、民芸運動の延長線上にあるわけではなく、また、殊更に伝統技術の文化的な保存運動
という性格を持つわけではなかったが、結果的に伝統工芸製品の普及啓発の一翼を担うことになっ
た。後述する伝統的工芸品産業の振興に関する法律が制定され、政府 レベルでの振興策が とられ
る以前において、伝統工芸製品の進化を支えた運動であったと評価できよう。
伝統工芸産業がかなりの部分を占めていた第2次 大戦前の工業デザイン運動の潮流は、戦後に
なって、機械工業製品のデザイ ンをインダス トリアル ・デザイン、手加工を主とする工芸品のデ
ザインをクラフ ト・デザイ ンというように、分化が明瞭になりっっあった。「クラフ ト」 という
用語の発生 は昭和30年(1955)の『工芸ニュース』23号に 「こんにちのクラフ トの問題」 とい
う座談会記事が掲載された頃と言われている。当時、工業デザインにおける国際的な機能主義の
流れの中、機械工業化にともなう生活用品のデザイン規格化 ・均質化への危惧か ら、イタリアや
北欧の自然素材を用いた手仕事の伝統によるデザインが注目された。 これに、英国のジョン・ラ
く　の
スキ ンや ウィ リア ム ・モ リスのデザ イ ン思想が再評価 され、生活用品へ の芸術的要素 の導入 が 目
指 され ることにな ったので ある。 クラフ ト運動 を担 ったの は、昭和31年 発足 の 日本 デザイナー
クラ フ トマ ン協会(JDCA)と 財 団法人 クラフ ト・セ ンター ・ジャパ ン(CCJ・昭和34年 設立
く　ロ
翌年法人認可)で あった。
JDCAは、作る立場の人々が集まって"実践t'の支柱となったが、そこでは、作るのみの職人
ではなく、 自らデザイ ン能力をもったクラフ トマンの存在が求められた。また、当初参加 した工
芸作家 らは次第に運動か ら離れてゆき、美術工芸品製作の作家活動 とは一線が引かれた。昭和
35年からは、銀座松屋において展覧会が開催 されるようになり、同店の中に販売スペースが確
保された。後、昭和51年に日本クラフ ト・デザイン協会(JCDA)と改称 している。同会の活
動については、地方の保守性の壁、そ して、販売業者の役割をも求あられたクラフトデザイナー
の過重負担 などから、充分に機能 しきれなかったという評価がある。同会は現在 も 「日本CRAFT
展」を開催 し入選作を展示 しているが、経済産業省の管轄する伝統的工芸品 とは異なるイメージ
をもっている。2002年には、常設店舗 であった銀座松屋6階 のクラフ トマンハウスが閉鎖され
るなど、将来に向けて危機感を募らせている。
一方、CCJは丸善の社長司忠を理事長として創設された。ここでは、インテリア ・デザイナー
や評論家が加わり、クラフ トの1理論'的支柱を構成 した。CCJは、思想普及とデザイン指導に
務め、丸善店舗での展示販売 もおこなわれた。その後、昭和44年(1969)頃まで、各地の工芸
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指導所と連係 しつっ、製品の開発計画を展開 した。発足当時、伝統工芸製品は輸出商品 としての
成長が期待され、それが運動の追い風 ともなっていたが、やがて、高度成長下 における重工業の
めざましい発展の波に呑み込まれる形 となった。結果 として充分な成果を得るには至 らなかった
が、その影響は砥部焼や南部鉄器、別府竹細工など、各地に波及 したと評価される。
これらの運動の特徴としては、生活用品への機能万能主義ではない美術的感覚の導入があり、
また、生活様式の変化への対応を視野に入れた新たな器種の開発といった柔軟性をあわせた もの
であった。なお、現在の経済産業大臣指定伝統的工芸品の分野すべてを包括する運動ではなか っ
た。また、戦後のデザイ ン史をまとめる上では、国立工芸指導所の活動をはじめ、多様 な団体や
個人の業績の複雑にからまった流れを分析する必要があるが、それについては後 日を期すことに
したい。
一方、ポス ト・クラフ ト運動期 とも言える頃、すなわち昭和49年(1974)の伝統的工芸品産
業振興協会の設立によって、以降、産地振興の方策として、各種資金の融資に加えて工芸品産業
従事者(作 り手)に 対する技術指導、そして消費者 に対する理論的な普及活動の態勢が次第に整
備 されていった。1990年代に入 ると、国内の主要な工芸品産地に指定がゆきわたり、同協会に
よって設立 された伝統的工芸品デザイン研究委員会か ら、一般消費者(使 い手)向 けの啓蒙書の
くユの
刊行が目立つようになった。クラフト運動の場合、工芸品関係者への普及事業としてはともか く、
一般社会への普及啓発という性格にはなか ったが、現在の普及活動の理論的担い手 は官庁主導で
存続する形となっている。
同研究委員会が協会の刊行物の中で提唱す る理念としては次の諸点が挙 げられる。①資源の持
続的活用を不可欠とする伝統的工芸品の哲学は、自然環境への配慮に通ずること。②効率至上に
よる規格化された機械工業製品に対 して、人の息づかいが感 じられ、個々に特徴ある意匠をそな
えた工芸品は人間性尊重の哲学を有す ること。つまり、物の豊かさから心の豊かさへ、量的豊か
さから質的豊かさへ という価値観の転換の問題であり、根底には大量生産 ・大量消費という20世
紀型消費社会への批判がある。そして、③伝統的工芸品の生活の中での利用は、我 々の生活文化
再認識の機会で もあり、また、進展す る国際化社会において日本文化を表現する格好の素材であ
るとする。民芸運動やクラフト運動が、主に工芸品そのもののデザインへの評価 もしくは労働環
境への言及に終始 したのに対 し、環境問題や国際化など社会的 ・政治的な問題に引きつけ、消費
者への啓蒙が重視された形での理論形成は、今日的なものとして、また、文化的理論としてより
評価されて しかるべ きであろう。 これらの理念は、主に工業デザインの側からの提唱となってい
るが、今後、文化的理論 として人文科学の側からのアプローチの担い手が望まれる。
2産 地における伝産品生産の実情
さて、中央における理念構築の一方で、地方における生産の現場はどうなっているのだろうか。
現在、伝統的工芸品産業において生産 されている製品を大雑把に類型化すると、①伝統技法を忠
生 きた文化財 ・伝統的工芸品の継承に関する現状と課題(外 山)-35一
実に守る製品、②経済産業大臣指定伝統的工芸品としての指定要件を満たす限 りにおいて 「伝統
的」な製品、③それに準ずる製品、④伝統技法による製品に似せて作っている代替品、という分
け方ができる。そして、伝統的技法による工芸品生産の将来像を見通すと、次のような動向を挙
げることができる。すなわち、A機 械工程の導入や工程の簡略化 による量産品(類 型③)、ない
し伝統工芸とは別の量産品(類 型④)を 生産するかたわら、余力をもって伝統的技法による工芸
品を少量製作する。B伝 統的技法による製品の質を落 とさず、一定の顧客を確保 し、小規模の経
営を維持する。C主 たる収入源となる生業とは別に伝統的技法による工芸品を製作する、である。
このうち、Aの ケースはある程度の規模を持つ産地の最 も一般的な傾向である。Bの ケース
は一度産地が衰退 した後、一部の篤志の人々によって継承ないし再興されたような事例に多い。
Cのケースは比較的伝統技法が忠実に受 け継がれるケースであるが、 もはや産業 という定義の範
疇には入 らない。 これ らは、言 うなれば、作る側にとって最 も現実的で可能性のある、伝統技法
継承のための必然的な方策である。ただ し、主たる生業があまり時間をとられない経営形態とい
う条件が付 くが。 しかし、B・Cの ケースの場合、工芸品の使い手がごく一部の愛好家層に限定
されてしまいがちである。また、日常の実用品として利用されるというよりも、ハレの道具、な
い しは美術工芸品として扱われる傾向にもある。 これは、一つの伝統工芸受容の方法 として結構
なことではあろう。また、愛好家層の存在が今日における伝統工芸の命脈を保つ主体 となってい
るのも現実 と言える。ただ し、作り手 ・使い手の関係が固定的になるにしたがって、製品にその
関係独自のカラーが強 くなり、使い手の意向によって、伝統の継承という意味では時として極端
な変化を余儀なくされる傾向にもあるだろう。 また、個人的な製作活動 としての性格 も強 くなる。
これもまた結構なことであるが、伝統のカラー全般の中で個々の技法がどのような位置にあるの
かは見えにくくなる。 これは、民芸運動の辿 った道筋 と同様の傾向と評価することも出来る。伝
統工芸としての全般のカラーを継承するには、ある程度の生産量の規模、技法の共有が必要 となっ
てくるが、それには、より普及品としての性格が製品に要求されて くるのである。
もちろん、こうした例とは別に、ある程度の産業規模を維持 しっっ、伝統技法を受 け継ぎ、日
常用品としての工芸品の普及に努あている産地 ・事業所も多い。次なる課題 は、情報化社会や経
済のグローバ リゼーション化にダイレク トに向き合わざるを得ない状況への対処である。情報化
については、既に産地の中で も事業所によって格差がっき始めている。 また、竹工品や藺草製品
など既に輸入品により大きな影響を受けている業種 もある。伝統的工芸品産業 レベルの経営規模
でもって、 これらの状況を乗 り切ることができるか否かは何 とも判断が しがたい。
おそらく、生産者側がいかに努力 して も、消費者の側に伝統工芸を自らの文化 としていかに存
続させようか、という意識が存在 しない限 り存続はおぼっかない。現在、消費活動が低迷する中、
伝統的工芸品はますます普及品としての性格を薄めずにはいられない情勢にあると言える。今後、
それがさらに進展 し、日本人の生活様式の変化によって、伝統的工芸品の姿 も変貌 してゆくもの
と考えられる。社会の変化に対応できない産地 ・事業所の淘汰はすでに進行 している。今後、伝
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統的工芸品が消滅 したり、姿が変容するのは、産地の怠慢や恣意と言 うよりは、我々自身の伝統
文化に対する向き合い方の問題であると言えよう。
お わ り に
今 日では、重要無形文化財指定によって、古きよき工芸技法が後世に引き継がれるべ く記録 さ
れ、また、人から人へと技法が伝達 しうる態勢が整ったかにも思われる。 しか し、かっては日常
の実用品として用いられた工芸の、モノとしての社会的機能についてはますます変容を余儀なく
されざるを得ない現状がある。つまり、加飾技法的側面においては、伝統工芸には保存の道が拓
かれたと言えるが、モノ本来の実用的 ・機能的性格の理解についてはますます継承の道が閉ざさ
れっっあるということである。文化財というものが、ただ保存 されることを目標とするのではな
く、それがいかなる意味において文化財であるのかが理解され、文化的営みの中で活用 されてゆ
くためには、理解を深あるための土台づ くりが必要なのではないか。
これは、伝統工芸を例にとれば、身近なところで伝統的な要素をもっ工芸品に触れ、また、そ
れを実際に扱 うことによって、その性格 ・機能というものを知 り、そ うした過程をへて、は じあ
て重要無形文化財に指定されるような工芸品の意味にっいて理解が及ぶのではないだろうか。保
存されて来たものが何の意味を持つか理解されねば、いずれかそれは喪失の憂 き目にあうだろう。
その意味では、伝統工芸に限らず、我々はあらゆる文化財にっいて、それを保存するための裾野
の継承を怠 ってきたのではないだろうか。現在の我が国の文化財保護は官主導に負 うところが大
きい。広範な社会的要請によるトラスト運動 を背景 とする文化財保護というイメージか らはほど
遠い。社会的な理解あってこその文化財の継承と思えば、伝統工芸の場合 もまた、頂点では純然
たる古式の技法が守 られっっも、その裾野を形成する今日的な要請とのバ ランスの上に成り立つ
工芸製品の普及が必要であろう。 日常における伝統工芸に対する理解のたあには、その要素を持っ
た製品の普及が必要であり、普及によって産業の振興 も同時に可能となる。そして、産業として
の発展と同時にそれが古式の技法に担保 された付加価値による製品であることの理解を堅持 し、
効率至上主義による伝統的要素の希薄化を防いでゆく必要があろう。伝統的工芸品への機械工程
の導入をはじめとする、様々な 「妥協」策は、伝統的要素をな しくず し的に喪失させるのではな
いかという危惧が常々もたれているが、消費者の側の理解があればこそ、そうした行 き過ぎた製
品は市場から駆逐 される筈である。伝統工芸 の継承には、文化財としてのそれに加え、普及品と
しての存在が不可欠のように考える。普及品によって伝統工芸への理解の裾野が形成 され、そこ
か ら伝統工芸継承の消費者側の担い手が輩出されることだろう。それには、多様な レベルに対応
できるような工芸品の開発がやはり必要なのであろう。
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